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本部山岳部「第31回総会」

　4月21日、東北は「サッポロビール仙台ビール園」、首都圏は「Hero 

Field BBQ」にて「Youthフェスティバル2024」を開催しました。東北

・首都圏会場合わせて137名もの多くの仲間とご家族が結集し、青年部

らしく「明るく、楽しく、元気よく」盛り上がり、地域を越えた横の

つながりを深めることができました。

　青年部では24春闘において「青年部総対話・メッセージ行動」を展

開し、9割以上の仲間と対話を重ねてきましたが、会社姿勢に対して怒

りを持つ仲間を多くつくり出したこと、その仲間と共に更に怒りを共

有する実践をつくり出し、最後まで本部交渉団を支え、たたかい抜い

た成果を参加者全員で確認しました。

　参加者からは、「こんなに多くの仲間がいることを実感した」「ここ

まで集まれるのはＪＲ東労組の強みだと思う」「率直に気兼ねなく交流

できるこのような場が楽しい」という感想が出されました。

　今後も青年部らしく仲間の大切さを感じられるレクを開催し、明る

く楽しく絆を深めていきます。

　4月25日、本部会議室において

「第28回定期総会」が開催されま

した。各地本から集って真摯な議

論を行い、一年間の方針を満場一

致で確認してきました。

　OB会員の減少と役員の高齢化と

いう現実の中で、財政面を含めこ

の先のOB会組織を展望し、健康で

元気に楽しく活動を行っていくこ

と、またJR東海労で発生している

新組合結成をめぐる組織問題、仙

台地本新庄支部で発覚した「ひが

し労」との二重加盟問題など、一

切の組織破壊を許さず、仲間と共

に築き上げた私たちの組織を守る

ために各OB会員へ正しい情報の提

供と更なる組織の団結を呼びかけ

OB活動を進めていくことを確認し

成功裏に終了しました。

OB会「第28回定期総会」

新役員体制

役　職 氏名 年齢 出身地本

会　長 奥山光昭 67 横　浜

副会長 山白義明 65 盛　岡

副会長 新発田正利 74 千　葉

副会長 増田富雄 65 横　浜

副会長 味原進 74 八王子

副会長 小林富夫 63 東　京

事務局長 森将美 65 大　宮

事務局次長 遠藤政之 65 横　浜

事務局次長 小川哲 50 本　部

事務局次長 清水敏 50 本　部

会計監査員 浅野講平 74 横　浜

会計監査員 白崎理 64 東　京

　5月15日、本部会議室において

「第31回総会」を開催しました。昨

年はコロナ後初の登山大会を仙台

地本準備で開催し、集約方法など

課題はありましたが、悪天候の中

で「安全登山」の判断で怪我人も

なく成功裏に終えた成果を確認し

ました。また、各地本においても

仲間の絆を深めたり組織拡大を意

識した登山大会が開催されたとの

報告もあり、今後も「明るく・楽

しく・元気よく」をモットーに山

岳部活動を強化していくことを確

認しました。

　今年は9月に秋田地本準備で登

山大会を開催します。日常では味

わえない達成感がありますので、

皆さんの参加をお待ちしていま

す！

役員体制

役　職 氏名 出身地本

部　長 神山　茂雄 大宮

副部長 瓜田　力 横浜

事務長 山崎　昴磨 秋田

幹　事 戸羽　貴憲 盛岡

幹　事 小森　匠 秋田

幹　事 小野寺　輝 仙台

幹　事 木村　貴紀 大宮

本　部 下村　悟史 千葉
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Ａ
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催
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仲
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よ
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懲
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仲
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守
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受
け
ま
し
た
。「
訓
練
が
受

け
ら
れ
な
い
ま
ま
、
や
っ
た
こ
と
の
な
い

勤
務
が
指
定
さ
れ
て
い
る
」「
ど
こ
で
も
機

能
保
全
の
ト
ラ
イ
ア
ル
で
業
務
の
調
整
等

の
課
題
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
結
果
的
に

車
両
故
障
の
リ
ス
ク
が
上
が
る
」「
要
員

が
減
っ
て
き
て
計
画
性
が
薄
く
な
っ
て
い

る
」
「
線
区
の
プ
ロ
が
減
っ
て
い
る
」「
会

社
施
策
に
疲
弊
し
て
い
る
」
「
稼
ぐ
こ
と

や
イ
ベ
ン
ト
が
中
心
に
な
っ
て
い
る
」「
若

手
の
転
勤
に
よ
り
技
術
が
定
着
し
な
い
」

な
ど
の
職
場
実
態
が
明
ら
か
に
な
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運
輸
車
両
部
会
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、
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を
脅
か
す
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が
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生
し
て
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る
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と
に
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を
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、
懲
罰
的
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を
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ず
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「
責
任
追
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哲
学
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再
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て
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故
か
ら
学

び
、
自
ら
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も
矢
印
を
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け
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安
全
・

健
康
・
ゆ
と
り
」
が
担
保
さ
れ
た
職
場
を

め
ざ
し
、
組
織
強
化
・
拡
大
を
つ
く
り
出

し
て
い
き
ま
す
。
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「Youthフェスティバル2024」で交流を深める！「Youthフェスティバル2024」で交流を深める！
本部青年部本部青年部


